
昭
和
八
年

(
一
九

三
三
)
を
漆

で
語

る

灰

野

刀
口
日

区良

昭

和

八

年

、

明

治

維

新

後

六

十

κ

年

に
あ

た

る
年

で
あ

る
。

、
、月

二
卜

日
、

小

林

多

喜

.
、、

特

高

の
拷

問

を

受

け

死

亡

。

同

、
.十

三

日
、

関

東

軍

、

熱

河

省

へ
の
侵

攻

を

開

始

。

三

月

、
一ト

ビ

日
、

国

際

連

盟

脱

退

の

詔
書

が

発

布

さ

れ

る
。

四
月

ニ
レ

ニ

日
、

文

部

省

、

京

大

滝

川

教

授

の
辞

職

を

要

請

。

八ひ

月

九

日
、

関

東

地

方

で
大

防

空

演

習

が

開

始

さ

れ

る
。

十

、
一月

二

長

三

日
、

「
日

つ
き

み

こ

嗣
の
皇
f
」
皇
太
子

(今
ヒ
天
皇

・
明
仁
)
午
前
六
時
三
十
九
分
に
誕
生
。

こ
の

事
を
新
聞
は

「暗
い
世
相
を
包
ん
だ
奉
祝
行
事
」、

こ
の
年
を

「
非
常
時

日
本
」

と
総
括
し
た
。
た
だ
こ
の
年
、
「東
京
音
頭
」
の
大
流
行
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
貫
通
、

米
映
画

「キ

ン
グ

コ
ン
グ
」
の
封
切
、
「
日
本
美
の
再
発
見
」

の
ブ

ル
ー
ノ
タ
ウ

ト
来

日
と
い
う
年
で
も
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
年
を
な
ぜ
漆

で
語
ろ
う
と
す
る
の
か
。
筆
者
は
こ
の
昭
和
八
年
は

近
代
漆
工
史
上
最
重
要
な
年

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
順
次
、
縷
々
、

述

べ
て
い
く
。

ま
ず
、
こ
の
年
、
九
月

一
日
、
東
京
市
日
本
橋
隔

「丸
善
株
式
會
杜
か
ら
澤
口

悟

一
著

『
日
本
漆
工
の
研
究
』
(定
償
七
圓
)
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

自
序
で
い
う
。

「
漆
工
の
技
術
は
日
本
及
び
支
那
に
於

て
は
占
代
よ
り
獲
達
し
、
殊
に
蒔
給
は
我

國
の
特
有
に
し
て
眞
に
他
邦
の
模
倣
を
許
さ
ず
、
又
揉
法
も
我
國
に
於
て
は
特
殊

な
る
獲
達
を
遂
げ
是
又
他
邦
の
追
從
を
許
さ
ゴ
る
所

で
あ
る
。
其
他
の
朝
鮮
及
び

印
度
支
那
方
面
に
於
て
も
漆
器
を
産
す
る
が
、
技
術
は
幼
稚
に
し
て
我
國
の
漆
技

に
比
較
す
る
と
き
は
實
に
齊
壌
の
差
が
あ
る
。
近
年
朝
鮮
樂
浪
郡
趾
よ
り
出
七
の

漆
器
に
依
り
支
那
漢
代
の
漆
技
は
俄
に
有
名
と
な

つ
た
。
併
し
我
國
最
占
の
遺
品

で
あ
る
天
卒
時
代
の
漆
藝
に
比
す
れ
ば
、
其

の
構
想
技
巧
共

に
何
れ
の
黙
よ
り
観

察
す
る
も
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
く
、
唯
天
卒
時
代
よ
り
も

一
層
古
き
を
以
て
歴
史
的

に
は
賞
讃
に
値
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
て
我
國
の
漆
藝
は
既
に
奈
良
朝
に
於

て

著
し
き
護
達
を
示
し
た
る
も
、
其
後

の
進
歩
は
比
較
的
緩
慢

に
し
て
占
來

の
製
作

法
を
踊
襲
し
た
る
も
の
も
砂
く
な
い
。
然
れ
ど
も
蒔
縮
は
各
時
代
に
於

て
其
時
代

精
神
と
縮
書
の
影
響
を
受
け
て
進
歩
護
達
し
、
各
其
時
代
の
特
色
を
獲
揮
し
後
世

一1一



の
標
範
と
な
る
べ
き
名
品
を
遺
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
此
等
の
進
歩
護
達
の
経
過

は
遺
品
に
よ
り
て
知
る
こ
と
を
得
れ
ど
も
、
實
際
は
所
有
者

に
深
く
秘
藏
さ
れ
公

開
せ
ら
る
＼
こ
と
稀
に
し
て
研
究
の
便
に
乏
し
い
。
而
し
て
又
技
術
的
に
は
文
献

の
徴
す

べ
き
も
の
な
く
後
世
の
研
究
者
に
は
遺
憾
と
す
る
黙
が
少
く
な
い
。
次
に

占
來
我
國

の
工
藝

に
關
す
る
技
術
敏
育
は
、
直
接

の
指
導
よ
り
は
寧
ろ
以
心
傳
心

と
構
し
自
ら
働
み
自
ら
之
を
膿
得
せ
し
め

た
の
で
あ
る
。
殊
に
甚
だ
し
き
も
の
に

至
り
て
は
師
弟
問
に
於
て
も
技
術
の
眞
髄

は
之
を
秘
密
と
な
し
、
況
し
て
之
を
獲

表
公
開
す
る
が
如
き
は
實
に
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
あ

つ
て
、
今
日
も
尚
此
遺
風

は
各
地

に
存
し
て

一
f
相
傳
を
實
行
す
る
地
方
も
あ
る
。
さ
れ
ば
後
世
に
傳
ふ
べ

き
技
術

に
關
す
る
文
献
の
稀
な
り
し
こ
と
は
敢

て
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
然
る
に

現
代

に
於

て
は

一
般
に
敏
育
の
並
日及
獲
達

と
共

に
、
漆
「
に
關
す
る
技
術
も
亦
書

籍

に
よ
り
て
之
を
學
ば
ん
と
す
る
傾
向
が
著
し
く
な

つ
た
。
之
は
畢
寛
時
代
の
要

求

で
あ
る
。
著
者
は
漆
r
に
關
し
實
地
指
導

の
爲
め
に
全
國
各
府
縣
に
出
張
し
、

又
母
校
東
京
美
術
學
校
の
講
師
を
囑
さ
れ

て

一
層
此

の
戚
を
深
く
し
た
の
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
未
だ
此
の
要
求
に
鷹
ず

べ
き
專
門

の
圖
書
な
く
、
又
類
書
も
五
指
を
屈

す
る
に
足
ら
な
い
。
是
が
淺
學
非
才
を
顧

み
ず
余

の
本
書
を
著
さ
ん
と
し
た
る
動

機

で
あ
る
。
而
し
て
又
多
年
商
」
省
東
京

r
業
試
験
所

に
於
て
漆
r
に
關
し
試
験

研
究
し
た
る
其
成
績
及
び
研
究
報
告
中
よ
り
要
旨
を
抄
録
し
、
併
せ
て
讃
者
の
便

に
供
せ
ん
と
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
本
書
は
公
務
の
鯨
暇
に
於
て
執
筆

し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
推
敲
の
蝕
裕
に
乏

し
く
H
又
不
文
の
著
者
は
十
分
に
其
意

を
蓋
し
得
ざ
り
し
こ
と
を
大
に
遺
憾
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
之
は
幸
に
先
輩
及
び

識
者
の
叱
正

に
よ
り
て
其
誤
り
を
正
し
、
又
著
者
自
ら
も
更
に
研
究
を
績
け
て
再

版
の
機
も
あ
ら
ば
、
改
善
を
加

へ
ん
こ
と
を
心
窃
に
期
待
し
て
巳
ま
ざ
る
所
で
あ

る
。
唯
本
書

に
於
け
る
各
種
の
製
作
法
及
び
研
究
事
項
は
、
著
者
の
實
験
に
基
礎

を
置
き
た
る
黙
は
聯
自
負
す
る
所
で
あ
る
。
若
し
も
本
書
が
漆
工
業
者

の
師
友
と

な
り
又
關
係
工
藝
家
の
参
考
と
な
り
、
或
は
學
校
に
於
て
教
授
上
に
又
は
學
習
の

参
考
資
料
と
な
ら
ば
著
者

の
幸
や
之
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
。

本
書

の
刊
行

に
方
り
、
商
工
次
官
吉
野
信
次
閣
ド
、
東
京
工
業
試
験
所
長
工
學

博
七
小
寺
房
治
郎
閣
下
、
特
許
局
竃
氣
化
學
部
長
工
學
博
十
三
山
喜
三
郎
閣
ド
、

帝
國
美
術
院
長
正
木
直
彦
閣
F
よ
り
序
文
を
賜
は
り
た
る
こ
と
は
著
者

の
光
榮
之

に
過
ぐ
る
も
の
な
く
愛
に
深
厚
な
る
戚
謝
の
意
を
表
す
。

昭
和
八
年
五
月
五
日
」

そ
し
て
、
「結
論
」
で
云
う
。

「我
國
の
漆
r
に
關
し
て
は
既
に
各
章
に
於
て
詳
説
し
た
る
如
く
全
く
我
が
國
内

に
於

て
欄
自

の
護
達
を
途
げ
た
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
而
し
て
漆
工
は
工
藝
的

要
素
の
豊
富

に
し
て
又
特
殊
の
品
格
と
高
尚
優
美
な
る
趣
味
を
有
し
燦
然
と
し
て

世
界
各
國
に
誇
る
べ
く
眞
に
我
國
特
有
の
工
藝
で
あ
る
。
更
に
之
を
工
業
的
見
地

よ
り
観
察
す
る
と
き
は
漆
の
特
性
な
る
抜
群
の
堅
牢
度
と
光
澤
の
優
麗
及
び
鰯
感

の
爽
快
は
断
じ
て
他
の
塗
料
の
企
及
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
特
性

を
利
用
し
て
現
代
に
適
鷹
す
べ
き
新
用
途
を
海
外
に
向

つ
て
も
開
拓
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
而
し
て
又
漆
」
業
は
我
國
産
業
上
に
重
要
な
る
位
置
を
占
む
る
の
み
な
ら
ず
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輸
出
品
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
且
つ
世
界

に
競
箏
者
な
き
を
以
て
世
界
濁
歩
の
観

が
あ
る
。
近
頃
楡
出
振
興
策
の

一
と
し
て
他
國
の
企
及
し
能
は
ざ
る
我
國
固
有
の

工
藝
品
の
楡
出
を
増
進
せ
ん
と
す
る
機
蓮

は
政
府
當
局
及
び
工
藝
界
に
も
濃
り
將

に
時
代
の
要
求
で
あ
る
。

從
來

の
漆
r
は
其
の
進
歩
改
良
に
際
し
學
理
の
研
究
を
等
閑
に
附
し
た
る
の
憾

み
あ
り
又
機
械
力
磨
用
の
如
き
も
藝
術
的
方
面
に
於

て
は
藝
術
を
解
せ
ざ
る
行
爲

と
し
て
排
斥
さ
れ
し
感
が
あ

つ
た
。
又
⊥
業
的
方
面

に
於

て
も
此
の
情
勢
は
影
響

す
る
所
が
僅
少
で
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
時
勢

の
進
歩
は
斯
る
姑
息
の

翻
念
を

一
掃
す
る
に
至

つ
た
こ
と
は
斯
業
將
來
の
爲

に
大

に
慶
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
而
し
て
漆
工
の
將
來
に
庭
す
べ
き
道

は
藝
術
的
方
面
既
ち
美
術
工
藝
と
、
工

業
的
方
面
既
ち
産
業
工
藝
の
爾
方
面
に
向

ひ
研
究

の
態
度
を
決
し
て
專
門
的
に
進

ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
美
術
⊥
藝
に
は
千
古
百
錬
の
傳
統
的
技
術
を
活
用
し
又
意
匠
圖

案
は
曾

て
光
琳
の
圖
案
が
世
界
的
流
行
の
中
心
地

で
あ
る
巴
里
に
於
て
其
の
標
範

を
示
し
た
る
如
く
、
此
の
卓
越
せ
る
我
が
國
民
性
を
護
揮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
産
業

工
藝

に
は
特

に
専
門
の
科
學
的
研
究
が
必
要

で
あ
り
又
機
機
力
を
慮
用
し
形
状
を

統

一
す
る
と
共

に
大
量
の
生
産
に
適
せ
し
め
る
。
尚
ほ
家
内
⊥
業
に
し
て
且

つ
製

作
法

の

一
定
せ
ざ
る
漆
工
製
作
法
に
封
し
、
又
同
時

に
分
析
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば

其
の
品
質
を
識
別
し
難
き
漆
液
に
封
し
、
規
格
を
定
め
て
之
を
統
制
し
又
品
質
を

明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
愛
に
於
て
合

理
的
に
從
來
漆
工
業
の
有
す
る
諸
種
の

訣
嵩
を
除
却
改
良
し
て
完
全
な
る
漆
工
業
を
樹
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
全

國
の
漆
工
家
は

一
致
協
力
し
て
斯
道
の
進
歩
を
期
し
又

一
層
奮
働
し
て
我
國
漆
工

業
の
振
興
獲
展
に
精
進
し
て
已
ま
ざ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
幸
に
本
書
が
此
の
要

求
に
幾
分
に
て
も
副
ふ
こ
と
を
得
れ
ば
著
者
の
勢
が
徒
に
あ
ら
ざ
り
し
こ
と
を
人

い
に
漏
足
に
思
ふ
も
の
で
あ
る
。」

内
容
は
次
の
十
章
か
ら
成
る
。

「第

一
章

漆
工
史
」
は
漆
工
史
論
に
は
じ
ま
り
、
天
平
時
代
か
ら
明
治

・
大

ノ

ヤ

ム

正
時
代
、
ま
た
琉
球
漆
工
史
か
ら
中
国
の
漆
工
、
逞
羅

(
タ
イ
)
の
漆
工
に
ま
で

及
ぶ
。「第

二
章

全
国
漆
器
生
産
及
輸
出
の
概
況
」
は
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
、
沖
縄
、

朝
鮮
に
及
び
、
輸
出
漆
器
業
の
概
況
を
報
告
。

「第
三
章

漆
」
は
生
漆

・
漆
樹

・
採
集
法

・
栽
培

・
製
漆
法

・
漆
液
の
学
術

的
研
究
等
。
以
F
、
「第
四
章

材
料
及
要
旦
ハ」
「第
五
章

素
地
」

「第
六
章

揉
漆
」
「
第
七
章

蒔
絵
」
「第
八
章

蒔
絵
以
外
の
装
飾
法
」
「第
九
章

乾
漆
」

「
第
十
章

彫
漆
」。

　バ

　

我
が
国
初
の
総
A
口的
漆
工
研
究
の
著
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の

『
日
本
漆
工
の
研
究
」
は
翌
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
)
帝
国
学

士
院
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
日
本
⊥
芸
の
研
究
書
で
こ
れ
ほ
ど
の
評
価
を
受
け
た

著
は
こ
れ
以
前

に
も
以
後
に
も
な
い
。
因
に
著
者
澤
口
は
五
十

一
歳
、
そ
の
肩
書

は

「
工
業
試
験
所
技
師

・
東
京
美
術
学
校
講
師
」
で
あ
る
。

帝
室
博
物
館
技
手
、
勲
八
等
瑞
宝
章
、
四
十
八
歳
の
吉
野
富
雄
は
、
明
治
二
十
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三
年

創

立

の

「
社

団

法

人

日
本

漆

工
會

」

の
機

関

誌

『
漆

と

工

藝

』

昭

和

八

年

一

月

～

十

一
、月

口75

(
.、一八

一
1

。一、九

一
、)

に
毎

号
論

文

・
評

論

を

発

表

す

る
。

「
幸

阿

彌

五

代

宗

伯

の
作

品

に
就

て
」

(
一
月

)
。

「
鎌

倉

時

代

に

於

け

る

漆

工

志

料

」

(
同

)
。

「
鎌

倉

時

代

の
蒔

縮

遺

品

(
上

)
」

(
、
一月

)
。

「
同

(ド
)
」

(
ご
灯

)。

「
落

花

有

情

」

(
四

月

)
。

「
奈

良

朝

に
於

け

る
漆

棺

に
就

て
」

(
五

月

)
。

「
松

田

君

の
外

遊

」

(
同

)
。

「
漆

藝

は
實

用

第

一
山

」

(
六
月

)
。

「
光

悦

作

竹

蒔

給

硯

箱

と

名

物

春

日
山

蒔

給

硯

箱

」

(L

月

)
。

「
地

方

色

を

尊

重

せ

よ
」

(
同

)
。
「
非
常

時

と

は
」

(
八

月

)
。

一
鎌

倉

時

代

蒔

給

小

筥

の
探

究

(
」
)
」

(
九

月

)
。

「
産

業

と

生

活

の
基

礎

」

(
同

)
。

7
鎌

倉

時

代

蒔

給

小

筥

の
探

究

(
.
、)
」

(
卜

月

)
。

「
藝

術

は
悠

久

」

(
同

)
。

「
東

洋

最

占

の
漆

器

」

(
卜
三

月

)
。

「
手

藝

と
機

械

r

業

」

(同

)
。

こ

の
驚

く

べ
き

論

文

・
評

論

の
著

述

は

昭
和

四
年

「
日

本

漆

r

會

」

の
機

関

誌

『
日
本

漆

「
會

雑

誌

」

を

昭

和

.
、年

『
日
本

漆

L

會

報

告

』

と

変

更

し

、

さ

ら

に

こ

の
年

、

占

野

富

雄

を

し

て

『
漆

と

r

藝

」

に

改

題

し

た

こ

と

に

は

じ

ま

る
。

「
漆

r

に
於

け

る

目
本

と
支

那

と

の
関

係

」

が

そ

の
嗜

矢

で
あ

る

。

以

後

『
漆

と

　バ

　

r
藝
」
が
廃
刊
に
な
る
ま
で
続
く

(昭
和
卜
九
年
)
。

そ
し
て
、
こ
の
年
掲
載
の
論
文

で
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の

一
つ
は

「奈
良
朝
に
於
け
る
漆
棺

に
就
て
」。

こ
の
論
文
は
明
治
卜

一
年
に
著
述
さ
れ
た
黒

川
真
頼

『
r
藝
志
料
」
批
判
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
『L
藝
志
料
」

は
我
が
国
初

の
r
芸
史
研
究
の
書
で
あ
る
が
、
占
野
は

こ
の
井

に
批
判
的
で
あ

っ
た
。

「
漆
」
史
に
関
す
る
限
り
諸
家
の
引
川
す
る
文
献
は
よ
く

『
工
藝
志
料
」
か
ら

出

て
居
る
が

(略
)
然
し
乍
ら
誤
謬
と
誤
釈
と
は
至
る
処
に
充
満
し
、
出
典
を
示

さ
ぬ
者
大
半
を
占
め
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
と
き
は
、
単
に
学
者
自
身
の
面
目
を
損

す
る
の
み
で
な
く
、
無
意
識
の
間
に
世
人
を
誤
る
罪
が
甚
深
い
」
(『
漆
と
工
藝
』

三
七
六
号

昭
和
七
年
)

こ
こ
に
指
摘
し
た
出
典

・
誤
謬

・
誤
釈
を
こ
の
論
文
を
も

っ
て
証
明
し
た
も
の

で
あ

っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
学
問
の

一
歩
前
進
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

次
に
こ
の
年
の

『
漆
と
r
藝
」
に
著
述
し
た
吉
野

(吉
野
生
)
の
評
論
に
つ
い

て
触
れ
た
い
。

こ
の
年
七
本
の
評
論
を
投
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
読
む
に
ほ
と

ん
ど
現
在
我
が
国
の
漆
工
界
に
い
わ
れ
て
い
る
論
評
と
変
り
が
な
い
の
で
は
な
い

か
。
と
筆
者

に
は
感
じ
ら
れ
る
。
漆
「
界
に
お
い
て
は
、
昭
和
八
年
、
す
で
に
現

在
が
予
測
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
え
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

言
く

「近
時
輸
出
は
次
第
に
衰

へ
、
内
地
に
於
て
も
善
器
の
需
要
は
日
に
減
じ

て
新
川
途
は
之
に
伴
は
ず
、
益
退
嬰
の
状
態
に
あ
る
の
は
恰
も
財
産
家

の
息
が
岨

先
の
遺
産
を
食
ふ
の
み
で
、
少
し
も
稼
が
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
此
儘

で
は
益

衰
微
す
る
の
み
で
あ
ろ
う

(「漆
の
効
力
を
宣
傳
せ
よ
」
)

「科
學
に
行
き
詰
う
た
欧
洲
に
は
東
洋
文
化
の
研
究
と
鷹
用
と
が
甚
だ
盛
ん
に

な

っ
て
、
建
築

に
も
美
術
に
も
そ
の
影
響
が
頗
る
著
し
い
。
(略
)
之

に
反
し

て

現
代
の
日
本
は
鯨
り
に
欧
米
に
心
醇
し
て
眞
償
あ
る
多
く
の
國
風
を
失
ひ

つ
＼
あ

る
の
は
洵
に
な
げ
か
は
し
い
。
(略
)
然
る
に
我
漆
藝
は
占
き
傳
統
と
新
し
き
研

究
と
に
よ
り
今
や
何
物
よ
り
も
自
由
に
経

つ
優
秀
な
る
効
果
を
翠
げ
得
る
も
の
で

あ
る
。
」
(「建
築
界
に
進
出
せ
よ
」
)

【漆
藝
は
日
本
の
特
技
と
し
て
千
敷
、白
年
の
傳
統
を
保
ち
、
今
日
尚
ほ
國
家
産
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業
の

一
大
分
野
を
成
し
て
居
る
。
然
る
に
そ
の
加
工
品
の
多
く
は
徒
に
鶴
慣
に
捉

は
れ
、
外
観
の
微
を
街
ふ
の
み
で
殆
ん
ど
實
用
を
乖
れ
た
玩
具
的
の
物
と
見
ら
れ

る
に
至

っ
た
」
(「漆
藝
は
實
用
第

一
也
」
)

「
近
年
工
藝
の
全
國
的
傾
向
を
見
る
と
、

一
齊
に
同

一
方
向
を
逐
ふ
て
居
る
。

即
ち
帝
展
な
ど
で
受
賞
し
た
も
の
な
ど
の
安
き
模
倣
で
あ
る
。
蓋
し
明
治
以
來
」

下
を
通
じ
て
の
劃

一
主
義
の
結
果

で
、
総

て
が
東
京
風
に
進
む
で
居
る
事
で
あ
る
。

又
同
時
に
欧
化
主
義
の
飴
風
を
受
け
て
妙

な
洋
風
が
行
は
れ
て
居
る
」
(「地
方
色

を
尊
重
せ
よ
」)

さ
ら
に
吉
野
富
雄
に
つ
い
て
は
、
彼

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る

『時
代
蒔
縮
揉

漆
集
成
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次

に
、
東
京
美
術
学
校
漆
⊥
科
助
教
授
、
三
十
七
歳
の
松
田
権
六
の
、
こ
の
年

に
触
れ
た
い
。
吉
野
富
雄
は

『漆
と
工
藝
』
五
月
号

(三
八
五
号
)
に

「松
田
君

の
外
遊
」
と
題
し
て
次
の
文
を
掲
げ

て
い
る
。

「本
會
評
議
口貝
松
田
権
六
氏
は
六
月
十
四
日
東
京
出
獲
倫
敦

へ
直
行
、
欧
洲
諸
國

を

一
巡
し
て
今
年
末
迄
に
編
朝
の
豫
定

で
外
遊
す
る
事
に
な

つ
た
。
用
件
は
ロ
ン

ド
ン
の
ダ
ン
ヒ
ル
商
會
嚢
費
の
喫
咽
具
が
主
と
し
て
日
本
漆
で
揉
飾
さ
れ
る
事
に

な
り
、
豫
て
其
事
業
に
鞍
掌
し
て
居
た
所

か
ら
指
導
の
爲
め
招
聰
さ
れ
る
に
至

つ

た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
滞
在
は
約

一
ケ
月
で
あ
る
が
、
巴
里
に
は
目
下
君
の

帝
展
作
品

「
談
話
室
」
が
メ
ー
プ
ル
商
店

に
陳
列
さ
れ
て
居
り
、
香
水
王

コ
テ
ー

氏
経
螢
中
の
ル
イ
十
四
世
別
荘
修
築
の
爲
に
並
木
製
作
所
か
ら
迭
ら
れ
た
揉
飾
見

本
や
圖
案
類
も
近
々
到
着
す
る
事
に
な

つ
て
居
る
の
で
、
君
の
技
術
的
説
明
は
是

が
探
否

に
重
大
の
役
割
を
務
め
る
事

で
あ
ら
う
。
今
や
日
本
漆
が
欧
洲
に
多
大
の

影
響
を
起
し

つ
＼
あ
る
の
際
、
君
の
如
き
卓
越
し
た
技
術
家
を
迭
る
事
は
我
業
界

に
豊
富
な
資
料
を
齎
す
べ
く
、
且
つ
漆
工
教
育
上
に
も
盆
す
る
所
多
か
る
べ
き
を

思
ひ
、
君
が
前
途

の
安
泰
を
所
る
次
第

で
あ
る
。
(八

・
五

・
廿

一
・
野
生
)」

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
著

『漆

そ
の
工
芸
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち
」

(平
成
十
三
年
、
講
談
社
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
も
書

い
て
い
る
が
、
実

は
そ
の
外
遊
に
は

「並
木
製
作
所
」
(現
パ
イ
ロ
ッ
ト
万
年
筆
)
和
田
節
治
が
人

き
く
拘

っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
同
書

に
く
わ
し
い
。

ダ
ン
ヒ
ル
商
會
、
パ
イ
プ
に
日
本
漆
を
、
第
十
三
回
帝
展
作
品

「
談
話
室
」

(現
在
ギ
メ
美
術
館
蔵
)
、
香
水
王

コ
テ
i
氏
の
ル
イ
十
四
世
別
荘
シ
ャ
ト
ウ
・
ド
・

ウ
ロ
ン
シ
ョ
ン
修
築
も
、
す
べ
て
、

こ
の
和
田
節
治
が
お
膳
立
を
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で

『漆
と
工
藝
」
と
並
木
製
作
所

・
和
田
節
治
に

つ
い
て
触
れ
る
。

た
だ
、
帰
国
後
す
ぐ
に
同
誌
に
発
表
し
た
松
田
権
六
の

「盲
人
象
を
探
る
」
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
美
術
館

・
博
物
館
を
す
る
ど
く
観
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
以
後

の
本
人

の
作
品
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
視
点
を
入
れ
て
い
る
の
は
さ
す
が
と
感
心
す
る
。

昭
和
五
年
十
二
月
号

(
三
三
五
号
)
か
ら
同
十
六
年
四
月
号

(四
五
九
号
)
ま

で
の

『
漆
と
工
藝
』
の
裏
表
紙

の
広
告
は

一
期
間
を
除
き
全
面
、
並
木
製
作
所

で

あ
り
、
高
級
万
年
筆
の
宣
伝

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
同
誌

の
最
大

の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
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並
木
製
作
所
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時

『漆
と
工
藝
』
に

は

「漆
と
⊥
藝
後
援
者
芳
名
」
が
掲
載
さ
れ
顧
問
男
爵
益
田
孝
を
筆
頭

に
三
十
六

名
が
名
が
あ
る
。
大
倉
喜
七
郎

・
原
富
太
郎

・
武
藤
山
治
、
東
西
の
超
著
名
な

コ

レ
ク
タ
ー
、
旧
大
名

・
美
術
商
な
ど
が
連
記
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
和
田
正
雄

(並

木
製
作
所
社
長
、
節
治
次
兄
)
の
名
が
か
な
ら
ず
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証

明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

並
木
製
作
所
は
我
が
国
は
じ
め
て
の
国
産
万
年
筆
製
作
会
社
、
大
正
七
年

(
一

九

一
八
)
創
立
。
万
年
筆

の
軸
を

「
ラ
ッ
カ
ナ
イ
ト
」
と
い
う
漆
の
成
分
を
用
い

た
変
色
し
な
い
材
質

で
加
L
。
さ
ら
に
、

そ
こ
に
、
我
が
国
独
特
の
蒔
絵
で
装
飾
、

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
の
ダ
ン
ヒ
ル
社
と
販
売
契
約
。
「
ダ
ン
ヒ
ル
並
木
高
級
万
年
筆
」

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
捲
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
た
だ
、
ダ

ン
ヒ
ル
並
木
高
級
万
年

筆
、
第

一
次

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
出
は
太
平
洋
戦
争
以
前
ま
で
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ

と
は

「漆
と
r
藝
」

の
刊
行
と
も
大
い
に
関
係
が
あ

っ
た
と
も
土、口え
る
し
、
日
本

の
漆
工
芸

の
行
末
と
も
大
き
く
類
似
し
て
い
る
と
も
推
察
で
き
る
。

さ

て
、

松

田
権

六

が

見

た

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
、

と

い

う

よ

り
も

、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
漆
、

漆

L
、

漆

L

品

の
製

作

に
注

目

し

た

い
。

昭

和

八

年

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

は

漆

⊥

芸

製

作

が

あ

っ
た

の
だ
。

そ

の
中

心

的

人

物

は

パ

リ
在

住

の

デ

ュ
ナ

ン
と

濱

中

勝

。

デ

ュ
ナ

ン
は

フ

ラ

ン

ス
人

だ

が

漆

工

芸

に
興

味

を

示

し
、

盛

に
独

自

の
作

品

を

製

作

し
後

に

ア

メ
リ

カ

か

ら

作

品

集

が

出

版

さ

れ

て

い

る
。

濱

中

勝

は
北

陸

青

森

の

出

身

、

小

学

校

の
教

師

で
あ

っ
た

が

、

漆

作

家

に
転

じ
、

パ

リ

に
渡

る
。

パ
リ

ダ

ン
ヒ
ル
社
と
も
関
係
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
並
木
製
作
所
、
和
田
節
治
、
松
田
権
六

と
の
関
係
か
ら

『漆
と
工
藝
」

に
も
深
く
関
係
し
、
「本
会

(漆
⊥
会
)
欧
州
通

　バ

　

信

員

ヲ
依

託

候

事

」

と

し
、

数

々

の
記
事

を
掲

載

し

て

い
る
。

ま

た
松

田

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
漆

工
と

し

て
、

パ

リ

に
は

ジ

ュ
ナ

ン
、

濱

中

、

菅

原

、

ロ
ン
ド

ン
に

は

小

泉

軍

治

、

阿

部

、

後

藤

、

マ
ー

シ

ャ

ル
カ

ン
パ

ニ
ー
、

お

よ

び
中

国

人

数

名

、

そ

し

て
、

こ
れ

ら

の
漆

工

を
、

フ

レ

ン
チ

・
ラ

ッ
カ

ー
、

イ

ン
グ

リ

ッ
シ

ュ

・
ラ

ッ

　バ
バ
　

カ

ー
、

支

那

漆

な

ど

と
関

係

者

は

よ

ん

で
い

た

と
、

松

田

は
書

い

て

い

る
。

こ
れ

ら

は
、

日
本

の
漆

L

と

は

か

な

り

異

な

る
も

の

で
、

江

戸

時

代

か

ら

の
輸

出

漆

器

の
影

響

か

ら

誕

生

し

た

"
ジ

ャ

パ

ン
ド

・
ジ

ャ
パ

ニ

ン
グ

"

と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
呼

ば

れ

た

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
製

の
漆

工

品

で
あ

り
、

ダ

ン
ヒ

ル
並

木

が
蒔

絵

万

年

筆

か

ら

本

格

的

な

蒔

絵

の
調

度

品

(化

粧

道

具

が
主

流

)

を

輸

出

し

は

じ
め

る
と

、

こ
れ

ら

は
亜

流

と

し

て
消

滅

し

て

い
く

運
命

に

あ

る
。

さ
て
、
こ
の
年
、
国
内

の
関
西
、
大
阪

・
京
都
に
眼
を
う

つ
す
と

『
日
本
漆
器

新
聞
』
(大
正
卜
、
一年
九
月

一
日

昭
和
八
年
八
月
)
の
発
行
が
あ
る
。
編
集
兼

発
行
人
は
柴
崎
風
岬

(俊
吉
)
。
発
刊
の
動
機
、
趣
旨
に

「
現
在
漆
器
界

の
状
勢

を
眺
む
る
に

(略
)
今
や
行
詰
り
に
近
づ
け
る
悲
話
嘆
息
を
聴
か
ら
ん
と
す
る
時

(略
)
渾
身

一
番
当
事
者
は
先
ず
自
ら
樹

っ
て
そ
の
努
力
と
覚
悟
を
急
務
と
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ

(略
)
国
技
と
し
て
常
に
誇
る
我
が
漆
器
界
に
未
だ
全
国
を
統

一

し
全
国
に
官
伝

す

べ
き
機
関
誌
な
き
は
誠
に
寒
心
に
堪

へ
ぬ
」
こ
の
発
刊
の
辞
は

大
正
長
二
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
日
本
漆
工
会
の

『漆
と
工
藝
」
の
前
身

『
日
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本
漆
工
会
雑
誌
」
が
、
関
東
大
震
災
で

一
時
休
刊
状
態
で
あ

っ
た
た
め
に
こ
の
よ

う
な
記
述
に
な

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
誌
の
賛
助
会
員
、
広
告

掲
載
者
、
購
読
者
は
決
し
て
、
京
阪
居
住
者
に
限
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
本
誌

執
筆
陣
も

「
工
芸
学
校

の
教
諭
、
商
品
陳
列
所
の
所
長
、
農
商
務
省
の
役
人
、
農

林
省
や
工
業
試
験
場
の
技
師
、
京
阪

・
東
京
の
蒔
絵
師
、
漆
製
造

・
販
売
業
者
な

ど
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
だ
け

で
な
く
、
著
名
な
人
物
が
多
く
、
東
京

の
赤
塚
自
得
、
六
角
紫
水
、
山
崎
覚
太
郎
、

津
田
信
夫
、
植
松
包
美
、
堆
朱
楊
成
、
高
村
竪
周
、
杉
田
禾
堂
、
京
都
の
蒔
絵
師

の
迎
田
秋
悦
、
江
馬
長
閑
、
吉
田
長
春
、
山
田
楽
全
、
徳
力
彦
之
助
、
大
阪
の
安

　バ
ハ
　

原
祥

窓

と

驚

く

ば

か

り

の

メ

ン
バ

ー

で
あ

る
。
」

た

だ

、

発

刊

第

⊥

一
年

目

、

こ

の
昭

和

八

年

、

八

月

号

で

こ

の

『
日
本

漆

器

新

聞
」

は

廃

刊

と

な

っ
て

い

る
。

さ
て
、

こ
の
昭
和
八
年
の
漆
器
界
の
大
快
挙
と
し
て

『時
代
蒔
縮
揉
漆
集
成
」

を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厳
密
に
は
こ
の
発
行
は
第

一
輯
の
発
行
は
昭
和
九

年
三
月
五
日
で
あ
る
。
が
、
そ
の
広
告
、
予
約
募
集
は

『漆
と
工
藝
』
昭
和
八
年

卜
.
一月
号

(三
九
二
号
)
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
年
、
発
刊
計
画
が
遠
大
な

計
画
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
序
に
選
輯
者

の

一
人
吉
野
富
雄
は
い
う
。

「

序

蒔
縮
は
奈
良
朝
に
起
り
卒
安
朝
に
至

つ
て
獲
達
盛
行
し
た
我
邦
搦
特

の
美
術
で

あ

つ
て
、
是
れ
有
る
が
故
に
美
術
國
と
し
て
の
日
本
の
地
位
は
甚
だ
高
い
。
占
く

は
宋
史
高
麗
史
等
に
も
之
れ
が
渡
來
を
載
せ
、
近
世
欧
州
と
の
交
通
開
け
て
よ
り

ノ

ヤ

ぐ

ノ

は
名
聲
い
よ
ー

四
海
に
弘
布
し
て
途
に
日
本
と
呼
ぶ
に
至
り
、
現
今
欧
米
の
博

物
館
中
之
れ
が
爲
め
に
廣
大
な
る
陳
列
室
を
設
け
ざ
る
無
き
の
状
態
で
あ
る
。
然

る
に
謙

つ
て
我
邦
の
現
状
を
見
る
に
、
帝
室
博
物
館
に

一
室
を
提
供
せ
ら
れ
て
居

る
の
外
、
古
名
品
の
多
く
は
富
豪
の
秘
庫
に
牧
藏
せ
ら
れ
、

一
般
民
衆
と
は
殆
ん

ど
關
係
無
き
の
状
態
で
あ
る
。
殊
に
近
時
美
術
の
出
版
は
汗
牛
充
棟
の
盛
況
に
も

拘
ら
ず
、
未
だ
蒔
絶
揉
漆
の
軍
猫
圖
集
さ
へ
現
は
れ
ざ
る
は
吾
人
の
常
に
遺
憾
と

す
る
所

で
あ

つ
た
。
彩
華
杜
圭
關
君
は
夙
に
r
藝
美
術
の
鼓
吹
を
獲
願
し
、
先
づ

彩
華
三
拾
六
輯
を
は
じ
め
、
泰
東
工
藝
百
選
、
名
陶
我
観
、
日
本
名
陶
選
、
重
要

美
術
品
圖
録
等
の
出
版
に
當
り
、
工
藝
界
に
は
既
知
の
人
で
あ
る
。
今
回
斯
界
未

到
の
境
地
を
拓
か
ん
と
し
て
時
代
蒔
縮
揉
漆
集
成
て
ふ
豪
華
版
の
上
梓
を
企
て
、

來

つ
て
是
が
援
助
を
求
め
ら
る
。
予
思
ふ
に
幽
雅
な
る
古
代
の
作
品
、
燦
燗
た
る

江
戸
の
蒔
緯
は
共

に
結
構

に
は
相
違
な
き
も
、
蝕
り
に
人
口
に
膳
灸
し
、
且

つ
各

種
の
美
術
書
中
に
も
紹
介
さ
れ
た
る
を
以
て
、
先
づ
現
代
世
相
に
最
も
近
似
し
て
、

氣
碗
雄
大
、
攣
化
萬
様
、
色
彩
絢
燗
古
今
上
下
を
兼
ね
て
、
而
か
も
國
際
影
響
の

顯
著
な
る
桃
山
蒔
絶
よ
り
着
手
せ
ん
事
を
懲
悪
し
、
併
せ
て
桃
山
美
術
愛
好
の
先

輩
た
る
日
本
美
術
院
四
書
伯

の
指
導
を
乞
は
し
め
た
る
に
、
幸
ひ
に
し
て
諸
氏
の

快
諾
を
得
て
鼓
に
第

一
輯
を
刊
行
す
る
に
至

つ
た
事
は
吾
人
の
欣
快
措
く
能
は
ざ

る
所
で
あ
る
。
思
ふ
に
漆
工
の
技
は
東
洋
三
千
年
の
歴
史
的
工
藝
で
、
漆
の
特
質

が
耐
久
堅
牢
に
し
て
且

つ
最
新

の
化
學
作
用
を
も
超
越
す
る
所
に
、
今
や
塗
装
界
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に
於

て
は
世
界
的
注
視
の
的
と
な

つ
て
居
る
。
さ
れ
ば
此
の
企
が
帝
口に
占
器
の
鑑

賞

に
止
ま
ら
ず
、
現
代
の
縮
書
や
工
藝

に
寄
與
す
る
所
も
蓋
し
意
想
の
外
に
在
る

で
あ
ら
う
。

昭
和
第
九
春
二
月
廿
一..日

東
宮
御
誕
生
祝
賀
節

於
大
東
京
中
川
畔
之
寓
居

吉

野

富

雄

記

」

冒
頭
の
澤
口
悟

一
の

「自
序
」
と
比
較

さ
れ
る
の
も

一
興
で
あ
ろ
う
。

広
告
は
記
す
。

「

塒
蒔

給

揉

漆

集

成

田

行

規

定

f

一
、
本
集
は
桃
山
時
代
前
後

の
蒔
絶
及
び
櫟
漆
に
つ
き
、
最
も
藝
術
味
豊
か
に
し

て
、
意
匠
文
様

の
面
白
き
も
の
を
選
定
し
、

一
々
詳
細
の
解
説
を
附
し
、

つ

と
め
て
未
獲
表

の
も
の
を
牧
む
。

一
、
本
集
の
内
容
は
左

の
通
り
分
類
し
て
刊
行
す
。

二

)
蒔

縮

コ
ロ
タ
イ
プ
版

≒

鈍
陀
墾

全
鄭
総

刷

色
奎

陀
給
の
二
種
に
て
約
五
干
枚

(
四
)
螺

錨

コ
ロ
タ
イ
プ
版

蒔
総
、
螺
鋼
、
堆
朱
の
三
種
約
壼
百
枚

(
五
)
堆

朱

コ
ロ
タ
イ
プ
版

一
、
本
集
は
毎
輯
拾
颪
参
枚
宛
、
毎
月
刊
行

一
ケ
年
拾
武
輯
に
て
第
壼
期
完
成
の

豫
定

第

ー

第

二

圖

第

.、一
圖

第

四

圖

第

五

圖

第

六

圖

第

七

圖

髄∴
騨
鱗
ゼ

羅
稀
灘
興
瓢
魯闘い
糎

豫
約
申
込
所

鱗
獣

聯酬
嘔
欄
湖
ぺ斜
)

彩

華

肚
」

そ
し
て
第
壼
輯
に
は
次
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「

塒
蒔

絶

揉

漆

集

成

第

壼

輯

千

目

録

闘

東

京

櫻
山
鵠
蒔
給
硯
箱
蓋
甲

同

内
部

誰
袖
蒔
絶
硯
箱

旭
海
邊
蒔
紬
鏡
筥

鯉
蒔
絶
盆

松
竹
梅
蒔
縮
棄

松
竹
梅
蒔
絶
卒
喪

蒔
絶
爾
掛
硯
箱

同 同 同 東 大 同

京 磯

武

藤

山

治

氏

藏

同安

田

靱

彦

氏

藏

長

野

草

風

氏

藏

松

田

灌

六

氏

藏

占

野

富

雄

氏

藏

上

杉

伯

爵

家

藏
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四 三 ニ ー 〇 九 八
圖 圖 圖 圖 圖 圖 圖

以

同

内
容
品

鶉
粟
蒔
絶
硯
箱

姻
管
蒔
給
脇
箪
笥

荏
柄
天
神
縁
起
箱

遊
女
蒔
檜
盆

人
物
漆
縮
膳
五
枚
ノ
内

唐
人
物
油
給
膳
五
枚
ノ
内

上

そ
し

て
奥

付

。

同和
歌
山

同 同 同 東 横

京 濱

同伊
藤
甲
子
之
助
氏
藏

前

田

青

邨

氏

藏

前

田

侯

爵

家

藏

山

村

耕

花

氏

藏

吉

野

富

雄

氏

藏

帝

室

博

物

館

藏

」

昭
和
九
年
三
月

三
日
印
刷

昭
和
九
年
、..月
五

日
獲
行

者 輯 選

前 安Ill長 占

田 田 村 野 野

青 靱 耕 草 富

邨 彦 花 風 雄

(川頁はろい)

 

嚢
行
所

門裏

原Er聯 町京

農刷蔑勤

中大關 彩

島 塚

泰巧宇 華

成 藝 一

閣杜郎 杜

選
輯
者

長
野

・
山
村

・
安
田

・
前
田
は
す
べ
て
東
京
美
術
学
校
出
身
の
日
本
画

家
。彩

華
社
代
表

の
関
宇

一
郎
は
編
輯
後
記
で
自
己
紹
介
を
し
て
い
る
。
後
述
。

「
写
真
及
印
刷

大
塚
巧
藝
社
」
は
現
存
す
る
東
京
の
美
術
印
刷
会
社
。

「
原

色
版

中
島
泰
成
閣

(後

光
琳
社
)」
は
京
都
の
美
術
出
版
社

で
あ
る
。

「

編

輯

後

記

片
輪
車
蒔
縮
手
筥
は
三
十
萬
圓
を
以
て
故
小
倉
常
吉
氏
の
有
に
蹄
し
、
」
井
家

の
俘
線
綾
蒔
縮
手
筥
は
.、一卜
五
萬
圓
に
落
札
せ
ら
れ
て
古
美
術
品
中
の
最
高
償
値

を
獲
揮
し
ま
し
た
。
L
下

一
千
飴
年
の
歴
史
を
有
す
る
日
本
濁
得
の
工
藝
、
全
世

ノ

ヤ

ヘ

ノ

界
か
ら
日
本

の
敬
稻
を
以
て
呼
ば
る
＼
時
代
蒔
絶
の
軍
濁
圖
集
が
、
疾
に
出
づ
べ

く
し
て
出
な
か

つ
た
の
は

一
種
の
國
辱
と
も
云
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。

私

(関
宇

一
郎
)
は
皆
様
の
御
援
助
に
よ
り
ま
し
て
久
し
く
美
術
の
出
版
に
携

は

つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
今
や
漸
く
老
境
に
入
り
ま
し
た
の
で
最
後
の
奉
仕
と
し

て
今
回
豪
華
版
時
代
蒔
縮
揉
漆
集
成
の
出
版
を
企

て
ま
し
た
。
幸
ひ
諸
先
生
方
の

御
指
導

に
よ
り
ま
し
て
意
想
外
の
好
果
を
墾
げ
る
事
を
得
ま
し
た
の
は
欣
快
の
至

り
で
あ
り
ま
す
。

何
分
内
容
が
最
高
優
美
の
美
術
品
で
あ
り
ま
す
の
で
、
用
紙
か
ら
解
説
包
装
に

至
る
ま
で
絡
て
日
本
趣
味
に

一
貫
さ
せ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
殊
に
圖
版
の
右
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方

に
三
分
の
飴
裕
を
置
き
ま
し
た
の
は
、
後
日
製
本

の
場
合
を
慮

つ
た
故
で
、
ま

た
解
説
を

一
黙
毎
に
別
丁
刷
と
し
た
の
も
、
完
成
後
分
類
の
自
由
に
便
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

諸
先
生
方
に
は
去
年
f
、
、月

一
日
の
晩

に
御
會
合
を
願
ひ
、
第

一
輯
の
御
選
定

を
煩
は
し
ま
し
た
が
、
其
の
折
は

一
月
獲
行
の
豫
定

で
あ
り
ま
し
た
の
で
成
る
べ

く
正
月
に
因
ん
だ
圖
様
に
致
し
ま
し
た
が
、
創
刊
の
際
と
て
何
か
と
大
事
を
取

つ

た
爲
め
に
獲
行
が
遷
延
し
ま
し
て
、
早
く
か
ら
御
申
込
の
方
々
に
は
洵
に
申
課
な

い
次
第
に
存
じ
ま
す
。

私
の
特
に
戚
銘
し
ま
し
た
の
は
諸
先
生
方

の
御
親
切
で
、
蕾
に
内
容
の
御
選
定

を
願

つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
御
藏
品
の
提
供
、
所
藏
家
の
御
紹
介
、
同
好
者
の
渤

誘
等
有
ゆ
る
御
厚
情
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
事

で
、
そ
の
御
責
任
を
重
ん
ぜ
ら
る
＼

態
度
は
、
出
版
者
た
る
私
以
L
で
、
其
の
結
果
は
御
覧
の
通
り
の
立
派
な
内
容
と

な

つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
殊

の
存
在

で
、
從
來
の
漆
工
史
は
先
生
に
よ

つ
て
根
本
的
に
改
造
さ
れ

つ
＼
あ

り
ま
す
。
殊

に
先
生
は
名
利
の
外
に
立

つ
て
至
誠

一
貫
、
漆

の
爲
め
に
大
に
氣
を

吐
か
る
る
方

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
此
度
本
集
成
に
御
参
加
を
得
た
事
は
、
最
大
な

る
灌
威
と
存
じ
ま
す
。

本
集
成

の
護
行
は
洵
に
天
の
時
を
得
た
も
の
で
、
非
常
時
國
風
爽
揮

の
折
に
此

の
國
産
工
藝

の
精
華
を
紹
介
す
る
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
蒔
絶

の
愛
好
熟
は
必
ず

や
勃
興
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
吾
々
は
是
に
磨
じ
て
月

一
回
位
同
好
相
集

つ
て

一

夕
の
清
談
を
交
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。

か
く
て
本
集
成
が

一
般
鑑
賞
家

に
便
し
、
美
術
家

の
好
資
料
と
な
り
、
漆
工
藝

術
の
償
値
を
高
め
、
ひ
い
て
國
産

の
奨
働
と
も
な
り
ま
す
な
ら
ば
、
老
生
の
本
懐

は
之
れ
に
過
ぎ
ざ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
何
卒
微
衷
御
推
察
ド
さ
れ
、
満
天
下
の

各
位
に
御
後
援
を
仰
ぐ
次
第

で
あ
り
ま
す
。
(九
、
ゴ
、、
三
、
彩
華
肚

關
宇

一

郎
謹
白
)

」
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包
装
の
題
箋
は
安
田
靱
彦
先
生
の
御
名
筆
を
煩
は
し
、
解
読
は
占
野
富
雄
先
生

に
御
依
頼
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。
從
來
諸
書
に
挿
ま
れ
た
蒔
絶
の
解
説
は
、
假

令
そ
れ
が
名
家
の
執
筆
で
あ

つ
た
に
し
ろ
、
技
術
L

の
事
は
全
然
問
題
に
な
ら
ず
、

從

つ
て
片
輪
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
此
黙
に
於

て
は
技
術
家
出
身
で
あ
り
、
且

つ
専
門
に
鑑
賞
と
研
究
に
没
頭
せ
ら
れ
て
居
る
吉
野
先
生
は
實
に
斯
界
に
於
け
る

第
、
一輯
の
編
輯
会
議
は
東
京
湯
島

の
国
醇
堂
倶
楽
部
で
開
か
れ
た
。
そ
の
席
に

は
和
歌
山
か
ら
駆
け

つ
け
た
蒐
集
家
伊
藤
甲
了
之
助
を
は
じ
め
東
京
美
術
学
校
の

松
田
権
六
、
帝
室
博
物
館

の
溝

]

∴
郎
、
さ
ら
に
コ
レ
ク
タ
ー
の
有
尾
佐
治
、
岡

田
正
吉
な
ど
が
同
席
し
、
自
慢

の
蔵
品
を
持
ち
寄

っ
て
い
る
。
こ
の
会
は
そ
の
後

「
時
代
蒔
給
同
好
会
」
と
命
名
さ
れ
て
、
会
費

一
圓
と
定
め
、
会
口貝
も
徐
々
に
増



え
て
い

っ
た
。

ま
た
、
会
に
は
溝
口
禎
次
郎
、
香
取
秀
真
、
藤
懸
静
也
な
ど
の
学
者
が
賛
助
会

　れ
　
　

員
と
し
て
集
い
、
研
究
会

・
清
談
会

の
趣
が
あ

っ
た
と
い
う
。

初
め
は
こ
の

『集
成
』
は
毎
月

一
回
発
行
。
第

一
期
十
二
輯
で
終
わ
る
予
定

で

あ

っ
た
。
そ
し
て

一
輯
四
円
の
会
費
を
あ

て
る

つ
も
り
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
諸

事
情
に
よ
り
年
六
回
と
な
り
、
延
々
続

い
て
昭
和
十
八
年

(
一
九
四

二
)
ま
で
二

卜
五
輯
を
数
え
る
こ
と
と
な
る
。
掲
載
図
版
三

一
五
図
、
掲
載
作
品
二
〇

一
件
、

所
蔵
者
数
六
五
名
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
、
十

一
月
二
十
八
日
、
東

京
青
山
の
根
津
美
術
館
に
お
い
て
収
録

作
品
か
ら
三
十
余
件
を
選
ん
で
展
覧
に
供

し
た
。
「予
が
微
力
身
を
挺
し
て
本
集

成

に
没
頭
す
る
所
以
は
実
は
日
本
独
創

の
蒔
絵
を
通
じ
て
美
術
鑑
賞
の
基
準
を
閲

明
せ
ん
の
大
願
に
発
し
た
ま
で
で
あ
る
。

今
や
時
局
重
大

一
億

]
心
の
集
結
を
要

す
る
時
、
美
術
界
単
り
安
閑
た
る
可
き
で
は
な
い
」
(
二
五
輯

「編
輯
後
記
」)

さ

て
、

昭

和

八

年

と

は
、

漆

で
語

る

と

し

た

ら

、

以

上

の
よ

う

に
な

ろ

う

か
。

後

世

、

マ
ス

コ
ミ

は
冒

頭

で
も

掲

げ

た

よ
う

に
こ

の
年

を

「非

常
時

日
本

」
と

ネ

ー

ミ

ン
グ

し

て

い

る
。

吉

野

富

雄

は

「
漆

と

工
藝

」

八

月

号

(
三

八

八

号

)

で
次

の
よ

う

に
論

評

し

て

い

る

。

「非
常
時
の
聲
を
聞
く
事
既
に
久
し
い
。
併
し
な
が
ら
非
常
時
の
何
た
る
か
は
具

髄
的

に
は
甚
だ
掴
み
難
き
戚
が
あ
る
。
職
孚
か
?
然
り
田
…全
世
界
を
墨
げ
て
、
國

と
國
と
民
族
と
民
族
と
の
廣
い
範
園
の
競
り
合
が
實
に
猛
烈
に
な

つ
て
來
た
。
昔

の
様
な
寧
ろ
人
爲
的
な
小
職
孚
で
は
な
い
。
恰
も

ノ
ア
の
洪
水
の
如
く
、
鯨
れ
る

勢
力
は
世
界

の
到
る
庭

へ
溢
れ
出
て
低
き
庭
は
悉
く
沈
没
さ
れ
る
。
各
國
は
各
堤

防
を
築

い
て
是
が
防
護
に
俘
身
を
や
つ
し
て
居
る
。
輸
出
奨
働
、
國
産
愛
用
の
叫

は
實
は
非
常
時
其
物
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
ば
か
り
費

つ
て
儲
け
て
、
人
か
ら
は

買
は
な
い
と
い
ふ
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
様
な
無
理
を
通
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
世

の
中
が
即
ち
非
常
時
で
、
國
民
は
此
の
間
に
庭
し
て
は
ま
つ
自
給
自
足
を
以

つ
て

基
礎
と
す
る
の
外
は
な
い
。
夫
れ
に
は
良
品
を
安
く
提
供
す
る
こ
と
で
、
安
き
良

品
が
山
積
す
れ
ば
自
然
に
洪
水
と
な

つ
て
他
國
の
堤
防
を
決
潰
さ
せ
る
事
に
な
ら

う
。
吾
特
産
漆
工
も
粗
製
の
評
を
聞
く
こ
と
が
久
し
い
。
相
誠
め
て
堅
實
な
る
製

品
に
精
進
す
る
事
で
あ
る
。
(八

・
八

・
廿
六

・
野
生
)」

刻

々

と

軍

靴

の
響

が

間

近

に
あ

る

の
も

予

期

せ

ず

(
予

期

し

た

く

な

く

)
、

だ

の
ん

び

り

と

し

て

い

る
。

庶

民

に
と

っ
て

は

こ

の

よ

う
な

年

で
あ

っ
た

の
だ

ろ

う

か
。

昭
和

八

年

(
一
九
三
三
)

昭
和
十

一
年

(
一
九
三
六
)

昭
和
十
二
年

(
一
九
三
七
)

昭
和
十
五
年

(
一
九
四
〇
)

国
際
連
盟
脱
退
。

二

・
二
六
事
件
。
日
独
防
共
協
定
。

日
中
戦
孚

(盧
溝
橋
事
件
)
。

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
。

ま
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昭
和

i一

年

昭
和
レ
六
年

(
一
九

四

一
)

太

平

洋

戦

争
。

(
一
九

四
五

)

ポ

ツ
ダ

ム
官
三
自
受

諾

。

さ

て
、

蛇

足

と

も
.な

ろ
う

が
、

書

い

て
お

く

。

敗

戦

。

こ
の
稿

に
登
場
し
た
人
物
の
敗
戦
後
を
簡
単
に

澤
日
悟

一

疎
開
先
の
仙
台
で
空
襲
に
あ
う
。
昭
和
二
卜
二
年

「仙
宝
r
芸
株

式
会
社
」
を
起
し
、
高
蒔
絵
の
大
量
生
産
、
パ
ル
プ
の
成
型
素
地
に
よ
る
高
級
輸

出
漆
器
を
生
産
。
の
ち
郷
里
鳴
r
に
帰
り

「鳴
r
漆
r
株
式
会
社
」
を
設
立

「竜

　ハ
し
　

文
塗
」
を
製
作
。
最
晩
年

『
日
本
漆
「
の
研
究
』

の
改
訂
版
執
筆
、
出
版
。

占
野
富
雄

敗
戦
と
同
時
に
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
解
任
。
翌
年
、
東
京
美
術

学
校
講
師
。
『大
和
文
華
」

に
論
文
を
書
き
続
け
る
。
昭
和
三
ー.
六
年
死
亡
。
死

後

『
ー1
本
漆
r
史
私
稿
」
田
行
。

松
田
権
六

昭
和
、二
卜
年
蒔
絵
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

(人
間
国
宝
)
。

日
本
L
芸
会
理
事
長
。
昭
和
五
卜

一
年
文
化
勲
章
受
章
。

和
田
節
治

敗
戦
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
捕
虜
と
な
り
、
昭
和
二
卜

一
年
帰
国
。

マ
ラ
リ
ア
に
冒
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
塚
に
L
場
を
建
設
。
「
パ
イ

ロ
ッ
ト

蒔
絵
品
生
産
及
び
輸
出
販
売
」
を
計
画
。
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
将
来
構
想
を

稔
り
、
実
行
、
発
展
に
尽
力
す
る
。

(注

し

 

(
二
)

(
三
)

(
四
)

(五

)

(六

)

(七

)

第

二
章
以
降

は
本
邦
初

の
記
述

で
あ

り
、
特

に
第

二
章

の

「
全

国
漆

器
生

産

及
輸

出

の
概
況
」

は
特
筆

に
値
す

る
。

た
だ
、
第

一
章

「
漆

工
史
」

は
黒
川

直
頼

『
工

藝

志
料
」

の
引
用
が
目
立

つ
。

こ
れ
ら
は
吉
野
自
か
ら

「
編
集

の
う
え
製
本
ま

で
い
た
し
常

に
手

許

に
置

い

て
」

を
り
、
死
後
夫
人

の
手

で
出
版
し
た

『
日
本
漆

工
史
私

稿
」

に
ま
と

め
ら

れ

て

い

る
。

『漆

と
工
藝
」
昭
和
八
年

四
月
号

(三
八
四
号
)
。

『漆

そ
の
工
芸

に
魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち
」
(
拙
著

講
談
社

二
〇
〇

一
年

九
月
)
。

「
日
本
漆

器
新
聞
と
柴
崎
風
岬
」
洲
鎌
佐
智
子

『
京
都
文
化
博
物
館

研
究

紀
要
」

第

レ

ニ
集

二
〇
〇
〇
年
三
月
。

『時
代
蒔

絶
櫟
漆
集
成

編
輯
後
記

改
訂
版

で
は

『
第
.
、章

「
漆
器
生
産
地
と
輸
出
漆
器
」
(
初
版

で
は
全

國
漆

器
生
産

及
輸
出

の
概

況
」
)

の
記
述
が
極
端

に
省
略
さ
れ

て
い
る
。
戦

禍
に
よ

る
産
地

の
荒

廃
を
物

語

っ
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ど

の
産
地

で
も
、

後

継
者

不
足

、

技
術

の
低

ド
、
市

場

の
不
安
定
な
ど
が
、言
ド

に
読
み
と
れ
る
。
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